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No. 29 (1984) 

メタノールおよびメタン資化性細菌薗体成分の制癌性＊

大岳望料，遠藤豊成，小宮山寛機＊＊＊，中山宏＊＊，原田隆一郎＊＊＊，

梅沢巌＊＊＊，駒形和男＊＊＊料p 瀬戸治男＊＊

メタノールおよびメタン資化性細菌のうちで， 29菌株の菌体成分のアルカリ可溶性画分に，

マウス腹水癌に対して制癌活性が認められた。

そのうちで，比較的強い制癌活性が認められた2菌株（IsolateB-46および Pseudomonassp. 

M-27）を用いて，活性物質の精製を試みた。

すなわちアルカリ可溶画分より，活性部分をクロロホルムで抽出し，ゲノレF過を行ない， B-
46からは第III画分および第IV画分を分離し，一方， M-27からは第IV画分を分離した。

これら活性画分は， L、ずれも糖およびアミノ酸を構成成分とする，水溶性両性高分子物質であ

った。

これら物質は，試験管内では殺細胞作用を示さないが，腹腔に移植した Sarcoma180および

IMC carcinoma担癌マウスに対して，軽度ながら治療効果が認められた。さらに皮下移植した

IMC carcinomaおよびMM46 carcinoma に対しでも，増殖抑制作用がみられた。

これら物質をマウス腹腔に投与し， 4日後に腹腔細胞を採取して， EL-4マウス白血病細胞を

標的として，付着細胞の cytotoxicityをしらべたところ， EL-4細胞への 3Hーチミジンの取り込

み阻害，あるいは恒一ウリジンの標識細胞からの放射能の遊離が認められた。

さらにこれら物質の正常マウスの静脈に投与すると，血清中にインターフェロンの産生が観察

された。

以上示したとおり，メタノールおよびメタン資化性細菌の菌体より精製した物質は，担癌宿主

の生体防御能を非特異的に充進させて，腫壌の退縮を導くものと考えられる。

串本報告は， Chemotherapy,32 (6), 354ー364(1984）に発表
料東京大学応用微生物研究所第6研究部
＊料北里研究所研究部

＊＊料三菱瓦斯化学新潟研究所

料＊＊申東京大学応用徴生物研究所第3研究部
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